
日本の宝島“天草”の創造を目ざして！

主な内容

●「天草の﨑津集落」世界遺産への登録を目ざして
●シリーズ“豊かな海づくり”
●ふるさと応援寄附金

夏
の
空
に
は
た
め
く

　
　
　  
〝
虫
追
い
旗
〞
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世
界
遺
産
と
は

　

世
界
遺
産
と
は
、
ユ
ネ
ス
コ
（
国
際

連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）
が
世
界
遺

産
条
約
（
世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然

遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
）
に
基
づ

き
、
普
遍
的
な
価
値
が
あ
る
文
化
遺
産

や
自
然
遺
産
を
人
類
全
体
の
財
産
と
し

て
保
護
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
選

定
・
登
録
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

世
界
遺
産
に
は
、
記
念
物
や
建
造
物

群
、
遺
跡
、
文
化
的
景
観
な
ど
の〝
文

化
遺
産
〞、
地
形
や
地
質
、
生
態
系
、

　日本におけるキリスト教の歴史を今に伝える、河浦町の﨑津地区。同地区は、
『長崎の教会群とキリスト教関連遺産』の構成資産として、世界文化遺産への
登録を目ざしています。
　天草から世界遺産を――。今号では、世界遺産の概要や長崎の教会群とキリ
スト教関連遺産などについてお知らせします。「天草の﨑津集落」について詳
しいことは、本庁（別館）・世界遺産推進室☎㉓1111へお尋ねください。

① 法隆寺地域の仏教建造物（奈良県）
② 姫路城（兵庫県）
③ 古都京都の文化財（京都府）
④ 白川郷・五箇山の合掌造り集落（岐阜県）
⑤ 原爆ドーム（広島県）
⑥ 厳島神社（広島県）
⑦ 古都奈良の文化財（奈良県）
⑧ 日光の社寺（栃木県）
⑨ 琉球王国のグスク及び関連遺産群（沖縄県）
⑩ 紀伊山地の霊場と参詣道（三重県・奈良県・和歌山県）
⑪ 石見銀山遺跡とその文化的景観（島根県）
⑫ 平泉－仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び

考古学的遺跡群－（岩手県）
⑬ 富士山－信仰の対象と芸術の源泉（山梨県・静岡県）

① 屋久島（鹿児島県）
② 白神山地（青森県・秋田県）
③ 知床（北海道）
④ 小笠原諸島（東京都）

長
崎
の
教
会
群
と

　
　
　

キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
と
は

　
『
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関

連
遺
産
』
は
、
４
５
０
年
以
上
に
も
お

よ
ぶ
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
伝

来
と
浸
透
の
過
程
を
示
す
代
表
的
な
事

例
と
し
て
、「
天
草
の
﨑
津
集
落
」
を

含
む
13
の
遺
産
な
ど
で
構
成
（
右
図
参

照
）。
世
界
文
化
遺
産
へ
の
登
録
を
目

ざ
し
て
い
ま
す

　

長
崎
県
の
取
り
組
み
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
、
平
成
19
年
に
国
が
ユ
ネ
ス
コ
に

推
薦
す
る
た
め
の
国
内
候
補
で
あ
る
、

世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
（
通
称
＝
世
界

遺
産
暫
定
リ
ス
ト
）
に
登
録
。
天
草
の

﨑
津
集
落
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
や

文
化
を
あ
ら
わ
す
と
し
て
、
昨
年
６
月

に
同
遺
産
の
構
成
資
産
と
し
て
追
加
さ

れ
ま
し
た
。

絶
滅
の
お
そ
れ
が
あ
る
動
植
物
の
生

息
・
生
育
地
な
ど
の〝
自
然
遺
産
〞、
こ

れ
ら
双
方
を
兼
ね
備
え
て
い
る〝
複
合

遺
産
〞の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
に
は
17
件
の
世
界
遺
産

　

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
件
数

は
、
９
８
１
件
（
文
化
遺
産
７
５
９
件
、

自
然
遺
産
１
９
３
件
、複
合
遺
産
29
件
。

６
月
28
日
現
在
）。
こ
の
う
ち
、
日
本

は
17
件
（
文
化
遺
産
13
件
、
自
然
遺
産

４
件
。
左
表
参
照
）
で
、
最
近
で
は
６

月
に
富
士
山
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

□世界遺産の国内選定地一覧（それぞれ登録順）

□「長崎の教会群とキリスト教関連資産」構成資産位置図

文化遺産

自然遺産

世界遺産への
　登録を目ざして

天草の﨑津集落

世界遺産への登録を目ざして天草の﨑津集落

いつくしま

平戸島の聖地と集落

田平天主堂

黒島天主堂

旧野首教会堂と関連遺跡

頭ヶ島天主堂
江上天主堂

旧五輪教会堂

大野教会堂
出津教会堂と関連遺跡

大浦天主堂 日野江城跡

原城跡

天草の﨑津集落

平戸

五島

外海

長崎

熊本

島原

天草

いわみ
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―
―
「
天
草
の
﨑
津
集
落
」
の
価
値
は

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か

　

日
本
に
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
来
し
た
の

が
約
４
５
０
年
前
、
そ
の
歴
史
は
「
伝

来
・
展
開
」、
禁
教
令
に
よ
る
「
弾
圧
・

潜
伏
」、
そ
し
て
明
治
時
代
の
再
布
教

に
よ
る
「
復
活
」
で
す
。
こ
の
よ
う
な

中
で
、﨑
津
は
江
戸
時
代
の
禁
教
下
に

あ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
が
ひ
そ

か
に
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
証
明
で

き
る
古
文
書
や
遺
跡
・
遺
物
が
、
今
も

残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
価
値
が
あ

り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
文
化
２
（
１
８
０
５
）

年
に
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
一
斉
に
発
覚

す
る〝
天
草
崩
れ
〞と
い
う
事
件
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
そ
の
と
き
の
取
り
調
べ

を
記
録
し
た
古
文
書
が
残
っ
て
い
て
、

祈
り
の
言
葉
や
行
事
・
風
習
な
ど
、
当

　「天草の﨑津集落」について、市民の
皆さんをはじめ、多くの人たちに理解を
深めていただくため、シンポジウムを開
催します。皆さんのご来場をお待ちして
います。
●と　き
　９月１日㊐午後１時30分から
●ところ
　富津地区コミュニティセンター
　　　　　　　　　　　　（河浦町崎津）
●内　容
①基調講演
【演題】世界遺産と地域の暮らし
　　　　～信仰・景観・旅・暮らし～ 
【講師】鎌田道隆氏（前奈良大学学長）
②パネルディスカッション
【パネラー】宮原良治氏（福岡司教区司
教）、仲野義文氏（石見銀山資料館館長）、
中村美生氏（河浦地区公民館長）、安田
公寛・天草市長
【コーディネーター】鎌田道隆氏

【問い合わせ先】
本庁（別館）・世界遺産推進室☎㉓1111

「天草の﨑津集落」を
世界遺産に！

世界遺産
シンポジウムを開催

入場無料

世界遺産への登録を目ざして天草の﨑津集落

時
の
人
た
ち
の
信
仰
の
よ
う
す
を
詳
細

に
知
る
こ
と
が
で
き
、〝
マ
リ
ア
観
音

像
〞や〝
経
消
し
の
壺
〞な
ど
の
遺
物
が

そ
の
証
拠
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
の
象
徴

と
い
え
る〝
絵
踏
み
〞。
こ
れ
が
行
わ
れ

て
い
た
の
は
、
今
の
﨑
津
教
会
が
建
っ

て
い
る
場
所
で
あ
り
、
江
戸
時
代
は
庄

屋
宅
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
毎
年
３
月

に
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
古
文
書
な

ど
に
よ
り
判
明
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
９
（
１
９
３
４
）
年
に

建
て
ら
れ
た
﨑
津
教
会
の
内
部
は
、
国

内
で
も
数
少
な
い
畳
敷
き
に
な
っ
て
お

り
、
西
洋
と
日
本
の
文
化
の
融
合
を
あ

ら
わ
す
貴
重
な
建
築
物
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、﨑
津
は
日
本
に
お
け

る
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
の
中
で
弾
圧
と

潜
伏
を
証
明
で
き
る
と
い
う
点
で
、
き

わ
め
て
高
い
価
値
が
あ
り
ま
す
。

―
―
な
ぜ
世
界
遺
産
を
目
ざ
す
の
か

　

ま
ず
、
天
草
の
歴
史
や
文
化
が
世
界

に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
。そ
し
て
、

貴
重
な
遺
産
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
、
こ
れ
が
最
大
の
理
由
で
す
。

﨑
津
は
「
天
草
市
﨑
津
・
今
富
の
文
化

的
景
観
」
と
し
て
、
国
の
重
要
文
化
的

景
観
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

﨑
津
が
世
界
遺
産
に
な
れ
ば〝
世
界
の

宝
物
〞と
し
て
、
保
護
・
保
存
体
制
が

さ
ら
に
充
実
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
情
報
が
発
信
さ
れ
多
く

の
人
た
ち
が
﨑
津
を
訪
れ
、
交
流
人
口

の
増
加
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
絶
好
の

契
機
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
市
全

体
に
波
及
す
る
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

私
た
ち
市
民
に
と
っ
て
も
、
天
草
の
﨑

津
が
『
世
界
の
﨑
津
』
に
な
る
こ
と
で
、

誇
れ
る
も
の
の
ひ
と
つ
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
世
界
遺
産
の
登
録
に
向
け
て
課
題

な
ど
は

　

確
か
に
、
世
界
遺
産
へ
の
登
録
は
メ

リ
ッ
ト
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

と
え
ば
、﨑
津
に
多
く
の
人
が
訪
れ
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
誰
が
案
内
を
す
る
の

か
、
駐
車
場
や
休
憩
所
は
ど
こ
に
す
る

の
か
、
教
会
や
神
社
の
見
学
マ
ナ
ー
は

ど
う
す
る
の
か
な
ど
、
課
題
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、﨑
津
が
世
界
遺
産

に
な
る
こ
と
で
、
日
ご
ろ
か
ら
地
元
で

生
活
を
さ
れ
て
い
る
住
民
の
皆
さ
ん

に
、
負
担
や
ご
迷
惑
に
な
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
世
界
遺
産
に
な
る
こ
と
で
想
定

さ
れ
る
課
題
を
整
理
し
て
、
そ
の
課
題

を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く
か
を
考

え
る
こ
と
が
、
行
政
の
役
割
だ
と
思
い

ま
す
。

　

市
で
は
今
回
の
取
り

組
み
を
さ
ら
に
推
進
す

る
た
め
、
市
長
を
本
部

長
と
す
る
「
天
草
市
世

界
遺
産
推
進
本
部
」
を

設
置
し
、
世
界
遺
産
の

登
録
に
向
け
た
取
り
組

み
を
、
全
庁
的
に
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
世
界
遺
産
の
登
録
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は

　

ま
ず
今
年
の
夏
に
、
国
が
現
在
の
国

内
候
補
の
中
か
ら
ど
の
遺
産
を
ユ
ネ
ス

コ
に
推
薦
す
る
か
を
決
定
し
、
来
年
１

月
ご
ろ
に
ユ
ネ
ス
コ
に
推
薦
書
が
提
出

さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
イ
コ
モ
ス
（
国
際
記
念
物

遺
跡
会
議
）
と
い
う
専
門
機
関
に
よ
る

現
地
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
調
査
報
告

を
受
け
て
再
来
年
（
平
成
27
年
）
の
夏

に
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
委
員
会
が

登
録
す
る
か
ど
う
か
の
審
議
を
行
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
世
界
遺
産
の
登
録
は
、

最
短
で
２
年
後
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

「天草の﨑津集落」などについて、
市世界遺産推進室の平田豊弘室長
に話を聞きました。

インタビュー

Intervew

世界遺産推進室　

平田 豊弘 室長（学芸員）
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「﨑津教会」　
ハルブ神父により昭和９（1934）
年に建設。設計・施工は長崎の
建築家、鉄川与助。
※教会は祈りの場です。節度を
もって拝観してください（教
会内部の写真撮影は禁止）。

※市世界遺産推進室撮影

「﨑津諏訪神社」　
﨑津集落の潜伏キリシタンが参詣
していた神社。古文書には「何方
へ参詣仕候ても矢張あんめんりゆ
すと唱申候」（どこにおまいりして
いてもアーメンデウスと唱えてい
ました）と記されている。

「旧﨑津教会跡」　
明治17（1884）年、フェリエ神父により
﨑津教会の建設が進められたが、資金不
足により中断し、同21（1888）年に完成。
設計・施工は﨑津村の大工、森田伝次郎。
その後、同教会跡には修道院が建てられ
た（写真は現在のようす）。

江戸時代の潜伏キリシタン信者が信
仰した遺物（天草ロザリオ館展示）。

「信仰を伝える古文書」
キリスト教の信者が、弾圧で仏
教に転宗したことを示す古文書。
信仰のようすなどについて記さ
れている（天草ロザリオ館展示）。

旧﨑津教会跡

﨑津教会﨑津諏訪神社

▲空から見た﨑津（点線部分が構成資産の範囲）

「
天
草
の
﨑
津
集
落
」の

　
　
　
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産

↓

↓

「マリア観音像」 「経消しの壺」

つ
ぼ

き
ょ
う



　天草灘や有明海、八代海の３つの海に囲まれている天草。私たちは、日々
海からの恩恵を受けて暮らしているといっても過言ではありません。
　そこで、天草の海の豊かさ、大切さを今一度考えていただく“シリーズ「豊
かな海づくり」”を、今号から３回にわたって掲載します。
　今回は、牛深の昔の海を写真で振り返るほか、御所浦町で現在も続いてい
る伝統漁法“とんとこ漁”について紹介します。

シリーズ

豊かな海 づくり全国豊かな海づくり大会

10月26日㊏・27日㊐
27日㊐は牛深漁港でも放流行事を実施！

～ く ま も と ～

　

妻
と
と
も
に
、
昭
和
41
年
か
ら
地

元
の
近
海
で〝
と
ん
と
こ
漁
〞を
し
て

い
ま
す
。
主
に
タ
イ
や
フ
グ
、
タ
チ

ウ
オ
な
ど
が
取
れ
、
１
年
を
通
じ
て

漁
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

と
ん
と
こ
漁
は
、
私
が
子
ど
も
の

こ
ろ
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

盛
ん
に
な
っ
た
の
は
昭
和
50
年
代
、

冬
に
タ
チ
ウ
オ
を
と
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
で
す
。
も
と
も
と
、
タ
チ
ウ

オ
は
い
た
ん
で
す
が
、
網
を
か
み
ち

ぎ
っ
て
し
ま
う
の
で
取
る
の
を
避
け

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
タ

チ
ウ
オ
が
高
値
で
取
り
引
き
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
ん
で
す
。

　

ま
た
、
と
ん
と
こ
漁
は
春
か
ら
秋

ま
で
が
主
な
漁
期
で
、
冬
の
漁
は
あ

ま
り
思
わ
し
く
な
か
っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
、
タ
チ
ウ
オ
を
取
れ
ば
１
年

を
通
し
て
漁
が
成
り
立
つ
と
い
う
こ

と
で
、広
ま
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

い
ち
ば
ん
多
い
と
き
で
、
当
時
は

御
所
浦
町
全
体
で
50
艘
以
上
の
船
が

と
ん
と
こ
漁
を
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
そ
の
こ
ろ
は
、
と
て
も
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
ね
。

　

現
在
、
御
所
浦
町
で
と
ん
と
こ
漁

を
す
る
船
は
、
私
も
含
め
て
10
艘
く

ら
い
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
漁

が
大
好
き
で
す
の
で
ま
だ
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
10
年
後
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

と
ん
と
こ
漁
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
は
、
や
は
り
さ
み
し
い
で
す
ね
。

　

そ
れ
で
も
、
12
年
ほ
ど
前
か
ら
地

元
の
中
学
生
や
修
学
旅
行
で
御
所
浦

を
訪
れ
る
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し

て
、
と
ん
と
こ
漁
体
験
を
行
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ

な
が
ら
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
す
し
、

「
こ
ん
な
に
お
い
し
い
魚
を
食
べ
た

の
は
初
め
て
」
と
、
と
て
も
喜
ん
で

く
れ
ま
す
。
天
草
の
海
は
す
ば
ら
し

い
と
い
う
こ
と
を
、
再
認
識
す
る
瞬

間
で
す
ね
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
に
御
所
浦

の
伝
統
漁
法
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

▲地元の中学生を対象にした“とんとこ漁”体験のようす

□とんとこ漁のしくみ

浦本 正準さん
（御所浦町御所浦・76歳）

〝
と
ん
と
こ
漁
〞
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い

牛深の昔の海を
　　　　写真で振り返る

御所浦の伝統漁法
　　　　  “とんとこ漁”

　

ク
ロ
マ
グ
ロ
が
よ
く
釣
れ
て
い
た

こ
ろ
、
私
は
４
歳
か
５
歳
で
し
た
。

記
憶
し
て
い
る
中
で
い
ち
ば
ん
大
き

な
も
の
は
、
約
36
貫
（
約
１
３
５
㎏
）

も
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
心
に
と
て

も
大
き
く
感
じ
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。

　

昭
和
24
年
ご
ろ
は
、
イ
ワ
シ
の
巾

着
船
の
乗
組
員
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ
は
46
の
船
団
（
約
２
３
０

艘
）
が
牛
深
港
を
拠
点
に
し
て
漁
を

し
て
い
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
当

時
は
、
イ
ワ
シ
を
取
っ
て
も
生
き
た

ま
ま
で
流
通
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
大
部
分
が
削
り
節
や
魚
油
な

ど
に
加
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
大
漁
の
日
は
加
工
に
多
く
の

人
手
が
必
要
に
な
り
、
住
民
が
総
出

で
作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。
と
き
に

は
学
校
が
臨
時
休
校
に
な
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
も
手
伝
い
に
か
り
だ
さ
れ

る
ほ
ど
だ
っ
た
ん
で
す
。

鯖江 要さん
（牛深町・79歳）

イ
ワ
シ
の
加
工
は
住
民
総
出

学
校
が
臨
時
休
校
に
な
る
こ
と
も

第33回
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写真①

写真②

クロマグロが大漁

　写真①は、牛深で水揚げされたクロ
マグロです。写真には、「昭和14年２
月18日鮪大漁記念」と書かれています。
当時、牛深沖にはクロマグロがいて、
帆船で２～３人の乗組員により一本釣
りで漁をしていたそうです。体長や重
量などは不明ですが、見物人の大きさ
と比較することで、相当に巨大なクロ
マグロであったことがうかがえます。

イワシの水揚げが全国２位

　昭和20年代、天草はイワシの宝庫で
した。この一大拠点となったのが、牛
深港です。昭和24（1949）年には、同
港のイワシの水揚量が全国で２位を記
録しました。このときに行われていた
漁法は巾着網漁（まき網漁）で、魚を
取るときの網の形が巾着財布に似てい
ることから、この名前がついたといわ
れています。網を張る“網船”と、魚群
を探す“灯船”、取った魚を運ぶ運搬船
など５艘程度が１船団になって漁を行
います。写真②は、巾着網による操業
のようす。大量のイワシが網に入って
いるのがわかります。

　“とんとこ漁”は御所浦に昔から伝わ
る漁法で、一般的には吾智網漁といわ
れているものです。一艘の船で、袋状
の網と魚を追い込むためのチェーン付
きのロープを使って行います（下図参
照）。以前は、この漁を行うときに魚
を追い込むため船をたたいており、そ
の音から“とんとこ漁”と呼ばれるよう
になったといわれています。

（写真提供：吉川茂文さん〔牛深町〕）

きんちゃく

ご　ち

さばえ　かなめ

うらもと　まさのり

そう

まぐろ
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NEWS

NEWS
オリーブの島づくりに向けて
　　　高校生のアイデアに期待

　市と天草工業高校、苓洋高校は６月26
日、オリーブの共同研究に関する協定をそ
れぞれ締結しました。協定は、オリーブの
栽培・加工・販売を一貫して行う“６次産
業化”の実現を目ざして、共同研究を行う
ものです。天草工業高校では、オリーブの
小型搾油機の開発、苓洋高校では水産物を
使用した加工品の開発などが行われます。
　この日は、協定調印式を両校でそれぞれ
実施。安田市長は、「高校生のアイデアに
期待しています」と話していました。

天草海道おもてなし一斉除草

きれいな道路の景観を
　　　　　　　　目ざして

オリーブによる６次産業化共同研究協定調印式

▲▲天草瀬戸大橋で作業を行う参加者たち

▲

苓
洋
高
校
の
山
下
和
毅
校
長
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
田
市
長

か
ず
き

　７月14日、天草地域を通る国道沿いの除
草を行う「天草海道おもてなし一斉除草」が
実施され、全体で約1,000人が参加しました。
県と天草市・上天草市・苓北町の主催で昨年
から行っているもの。集合場所のひとつ、本
渡看護専門学校には住民や各種団体、市職員
など約80人が集合。参加者は草刈り機やか
まを手に、天草瀬戸大橋の道路沿いに生い茂
った雑草を刈り取っていました。

▲天草工業高校の徳永次郎校長（前列左）と安田市長。
　　　　　　　　　　　　　　　　後ろは同校の生徒たち

人数
57人
4人
25人
1人
1人
11人
8人

□メニュー別の寄附件数と金額

□地方別の寄附人数と金額

　ふるさと納税制度とは、「ふるさとを応援したい」
「ふるさとの発展に貢献したい」と思われる皆さん
が、出身地などの地方自治体（都道府県・市区町村）
に寄附をした場合に、寄附金の2,000円を超える部
分について、居住地の住民税（所得割）のおおむね
１割を限度に、所得税と翌年度に課税される住民税
から税額控除されるものです（右イメージ参照）。
　なお、法人が寄附をした場合は、法人税を算定さ
れる際に、寄附金の全額を損金に算入できます。

ふるさとを
応援する人

寄　附 税金の軽減

天草市 居住地の自治体

□ふるさと納税制度のイメージふるさと納税制度とは一口メモ

地　方　名
関　東
中　部
近　畿
中　国
四　国
九州（熊本県内を除く）
熊本県内

たくさんの応援をいただきました

金　額
482万円
21万円

182万9,000円
5万円
1万円

138万5,000円
122万6,228円

ふるさと応援寄附金ふるさと応援寄附金

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・70件・632万4,000円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８件・130万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６件・23万4,228円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６件・10万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１件・5,000円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・20件・156万7,000円

●寄附の状況をお知らせします

●引き続き“天草ファン”募集中！

　

　｢天草市ふるさと応援寄附金｣は平成20年６月に
始まり、同事業への取り組みに対するご理解とご
協力により、多くの応援をいただくことができま
した。平成24年度中に寄せられた寄附金は、全国
各地から107人（111件）・953万228円の寄附をい
ただいています（詳細は右表をご覧ください）。
　寄附をいただきました皆さんはもとより、応援
寄附金のＰＲをしていただいた市民の皆さんに心
から感謝申し上げます。

 
　
　天草市は、藍より青い海や緑深い山々など豊か
な自然に恵まれており、市民が安心して快適に生
活できる環境づくりや産業の振興と地域間交流を
図りながら、地域資源をいかしたまちづくりに取
り組んでいます。
　これからも、『日本の宝島“天草”』づくりへの
ご支援として、全国各地でご活躍の皆さんからの
「天草市ふるさと応援寄附金」へのご協力を引き
続きお願いします。あわせて、市民の皆さんには、
この取り組みをより多くの人に知ってもらうため
に、市外にお住まいの親類や知人の皆さんなどへ
のＰＲにご協力をお願いします。
　寄附の手続きについては、事前の申し込みが必
要です。申込書は、直接電話で本庁・財政課へ請
求していただくか、市のホームページから取得し
ていただくことになります。

1“天草の宝”『地域コミュニティづくり』
•10のまちづくり協議会と51地区振興会への支
援・補助

2“天草の宝”『安心して元気に暮らせる環境づくり』
•高齢者などの体力・健康づくり事業や、安心し
て子どもを生み育てる環境づくり事業など

3“天草の宝”『将来を担う子どもづくり』
•少人数学級の推進や特別支援学級への補助教員
の設置事業、学校図書館の活性化事業など

4“天草の宝”『若者が安心して働ける産業づくり』
•企業誘致促進事業や担い手育成支援事業など

5“天草の宝”『拠点づくり』
•市役所本庁舎の建設事業（平成27年度をめど
に建設を予定）

6市長おまかせコース
•特に事業の指定がない場合は、市長が必要と認
める事業に活用

【問い合わせ先】本庁・財政課☎㉓1111
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▲オリジナルのタコつぼを製作する参加者

▲

タコつぼを投入
　するようす

▲老人福祉施設で笹の葉に飾りつけをする入所者たち

　６月16日、河浦まちづくり協議会主催の「第
19回かわうらエンジョイミニバレーボール大
会」が河浦中央体育館で行われ、５種目に47
チーム・約330人が参加しました。スポーツを
楽しみ、地域の連携と親ぼくを深めてもらおう
と毎年開催しているもの。参加者は息のあった
プレーで熱戦を展開。また、“父の日”でもあっ
たこの日は、プレーをしているお父さんたちに
子どもたちが大きな声援を送っていました。

かわうらエンジョイミニバレーボール大会

熱い戦いに大きな声援！

　６月30日、天草町の大江地区にある老人福
祉施設で七夕の飾りつけが行われました。七夕
飾りの材料は、大江地域づくり振興会が提供し
たもの。入所者は、「世界が平和でありますよ
うに」「家族が健康でありますように」など思
いおもいの願いごとが書かれた短冊と、色とり
どりの折り紙で作られた飾りを笹の葉にとりつ
けていました。このほか、同振興会では七夕に
ちなんで製作した７本の七夕飾りを、地区内を
通る国道389号沿いに設置。道行く人たちの目
を楽しませていました。

七夕飾り

短冊に願いを込めて
　倉岳町特産のオクラの収穫が、最盛期を迎え
ています。町内75戸の農家が４haで栽培。同
町を管内とするJAあまくさは、県内でもっと
も多い出荷量を誇り、その内の約６割が倉岳産
です。７月17日には、棚底地区でオクラ10a
を栽培する同農協倉岳支所・オクラ部会長の稲
田秀敏さんが、早朝から大きく実ったオクラを
収穫していました。11月上旬まで、主に関東・
関西方面へ出荷されています。

倉岳町でオクラの収穫が最盛期

大きなオクラが実りました

▲熱戦を繰り広げる参加者

▲オクラを収穫する稲田さん

▲測量基準点を設置する蒲島知事と向くん、江﨑さん

『本渡道路「（仮称）第二天草瀬戸大橋」事業着手記念式』

早期完成を願って
　６月23日、『本渡道路「（仮称）第二天草瀬
戸大橋」事業着手記念式』が本渡南地区コミュ
ニティセンターで行われ、関係者など約200人
が参加しました。式典では、蒲島郁夫・熊本県
知事が「天草の発展、熊本の発展のため、早期
完成を祈っている」、安田市長が「１日も早い
早期完成を目ざし、全力で取り組んでいきたい」
とあいさつ。また、瀬戸小学校３年の江﨑ここ
ろさんと本渡南小学校６年の向浩太朗くんが、
第２天草瀬戸大橋にかける思いを作文にし、そ
れぞれ発表しました。その後、本渡港南側岸壁
で事業着手の第一歩となる測量基準点の設置セ
レモニーが行われました。

伝統料理教室

伝統料理を若い世代に伝える
　６月30日、新和町の宮南地区コミュニティセ
ンターで「伝統料理教室」が開かれ、地元の子ど
もや保護者など20人が参加しました。宮南地区
振興会が、同地区の伝統料理の作り方を若い世代
に伝えるために初めて開催したもの。
　参加者は、地元の老人会の皆さんの指導を受け
ながら、“ぶたあえ”“タコとキュウリの酢の物”“ア
オサ汁”の３品を調理。タコや野菜を切ったり、
味付けをいっしょにしたりするなど真剣な表情で
取り組んでいました。その後、できあがった料理
を食べ、子どもたちは「おいしかった。またいっ
しょに作りたい」と笑顔で話していました。

▲老人会の皆さんの指導を受けながら野菜を切る子どもたち

きゅうなん

　有明町の大浦地区振興会が実施している“タ
コつぼオーナー制度”のスタートとして６月23
日、大浦漁港で「タコつぼの投入式」が行われ、
抽選で選ばれたオーナーとその家族など約60
人が参加しました。一口5,000円でタコつぼを
２個購入し、そのつぼで捕れたタコのすべてが
オーナーのものになるというものです。漁は地
元の漁師が行います。
　参加者は、タコつぼにイラストなどを書き入
れてオリジナルのタコつぼを製作。その後、船
で投入場所まで移動し、タコつぼを投入するよ
うすを見守りました。参加者は、「たくさんの
タコが捕れるとうれしい。大きなタコが捕れる
のを楽しみにしています」と話していました。

タコつぼの投入式

たくさんのタコが捕れますように
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▲クロメ丼500円

▲

gajuさんが制作した
　トロフィー

▲総合グランプリを
　受賞した佐用さん

▲

店内のようす

牛深ハイヤ節全国大会

自慢の歌声を競う

　６月29・30日、牛深ハイヤ節の唄を競う「第
13回牛深ハイヤ節全国大会」が牛深総合セン
ターで開かれ、全国から100人が出場しました。
同大会は、年代ごとに５つの部門を設けて予選・
決勝（ジュニアの部は決勝のみ）を行い、ジュ
ニア部門を除く各部門の優勝者で総合グランプ
リを競うものです。
　結果は、実年の部で優勝した牛深町から出場
の佐用里美さんが、総合グランプリを受賞。佐
用さんには、牛深町出身の造形作家gajuさん
（熊本市）が制作したトロフィーなどが贈られ
ました。

漁協が運営するレストランがオープン

新鮮な魚介類が味わえます！
　天草の新鮮な海の幸を堪能できる「天草漁協レ
ストラン」が、五和町二江にある同漁協五和支所
内にオープンしています。県内では唯一の漁協が
直接運営するレストランで、海産物などを販売す
る直売所も併設されています。新鮮な地魚を使っ
た海鮮丼や五和町特産の海藻“クロメ”を使用した
丼、ウニ丼（９月末まで）をはじめ、焼きアワビ
や焼きヒオウギ貝も販売しています。
　８月末までは、水曜日を除き毎日営業。ただし、
お盆は14日㊌営業、同15日㊍・16日㊎は休業と
なります。９月以降の営業日などの詳細は、同支
所直売所☎330240へお尋ねください。

天草市民芸術祭・芸文祭in栖本

大いににぎわった文化の祭典
　６月30日、栖本福祉会館で「天草市民芸術祭・
芸文祭in栖本」が開催され、栖本町内外から約
400人が来場しました。市芸術文化協会が毎年実
施しているもので、同町では初めての開催。
　会場では、同協会会員らによる絵画や書道、パ
ッチワークなどの作品200点以上を展示。ステー
ジでは地元の愛好家によるフラダンスや、市内の
各芸能クラブが歌や踊りなどを披露し、大いにに
ぎわっていました。

うた

さよう

ガジュ

▲踊りを披露する出演者たち

▲

自
作
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
持
つ

　
　
　
　
　
　
谷
さ
ん（
右
）と
吉
田
さ
ん（
左
）

▲大会のようす

　本渡中学校２年の谷颯真さんと吉田翔さんが、
６月26日から同30日までオランダで開催された
「ロボカップジュニア世界大会」のサッカー競技
に、日本代表として出場しました。自作のプログ
ラムを組み込み、ロボット自身が判断して動く「自
律型ロボット」の性能を競うもので、県内からの
同大会への出場は、2人が初めて。競技は、縦
1.8m、横1.2mのコートに１チーム２台のロボッ
トで実施。ロボットが、ボールが発する赤外線を
感知し、ゴールまで転がして得点を競います。結
果は、18チーム中、ベスト８と大健闘。
　谷さんは、「次の大会も出場し優勝を目ざした
い」、吉田さんは「１勝するという目標が達成で
きてよかった」と話していました。

本渡中学校の生徒がロボットの世界大会に出場

自作ロボットが世界で躍動！
そうま しょう

熊本天草うんまかもん祭り

天草のうんまかもんがずらり！
　７月10日から同15日まで、横浜市泉区にある
イトーヨーカドー立場店で「第２回熊本天草うん
まかもん祭り」が開かれました。同店内に出店し
ている“あまくさ宝島市場”が、天草の産品の魅力
を都市圏へ発信しようと開催したもの。期間中は、
天草市内の生産者や飲食業者など20業者が参加。
地鶏の天草大王からとったダシを使った皿うどん
や、鯛めしなどが販売されたほか、かんきつ類や
野菜、特産品など282点がずらりと並び、会場は
多くの買物客でにぎわっていました。 ▲生産者と話しながら買物を楽しむお客さん

たい

▲“手遊び”をするようす

　６月22日、御所浦地区公民館主催の「読み
聞かせ学習会」が開かれ、地区住民28人が参
加しました。読み聞かせに興味がある人を対象
にした全３回の学習会で、今回が１回目。
　参加者は、牛深図書館の坂田文香館長らから、
読み聞かせに入るまでの流れや絵本の選び方な
どを学びました。また、聞き手の興味をひくた
めの“手遊び”の指導もあり、熱心に取り組んで
いました。

読み聞かせ学習会

読み聞かせの基本を学ぶ



りんか

あまつけ

６年　砂月梨花さん
天附小学校（牛深町）

部
活
動
を
が
ん
ば
る
中
学
・
高
校
生

連覇を目ざして

　保育園のころからピアノを習ってい
て、小学生のときから器楽部に入って
いました。部員10人が全員、木琴の一
種の“マリンバ”をしていて、私は部長
を務めています。目標にしている人は、
市出身で東京を拠点に打楽器奏者とし
て活動されている辻田佳代子さんで
す。辻田さんのような豊かな演奏を夢
見て、練習に励んでいます。
　10月には、RKK熊本県小・中学校器
楽合奏コンクールがあります。昨年は
先輩方の活躍もあり、最優秀賞をいた
だきました。“連覇”を目ざして、部員
一同練習をがんばりたいと思います。

舩本千幸さん
新和中学校（新和町） 器楽部・３年

ちゆき
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◆夫婦円満の秘けつを教えてください。
　健康づくりとして、いっしょに農作業をする
ことです。また、息子３人が近所に住んでいて、
私たちのために誕生会を開いてくれたり、家族
旅行に連れて行ってくれたりします。これも夫
婦円満につながっていると思います。

◆お互いにひとことお願いします。
光雄さん：子どもたち夫婦に負けないように、
仲良く元気に過ごしていきましょう。
清子さん：父ちゃんがいないと心細いです。孫
の成長を楽しみながら、健康に気をつけて明る
く過ごしましょう。

東町保育園（東町
）

御領幼児園（五和町）

「げんき・なかよし・よいこ」　　　　ニコニコ笑顔で毎日元気に遊んでいます

保育園大好き、お友
だち大好き、仲間っ

ていいな！！
　２月から、河浦病院で看
護助手として働いていま
す。仕事を始めて日が浅い
ので、勉強しなければなら
ないことがたくさんありま
すが、患者さんから「あり
がとう」と喜んでもらえた
ときは、とてもうれしく思
います。楽しみは、天草市
勤労青少年ホームのヨガ講
座やバドミントンに行くこ
と。いろんな人と交流がで
きるところが魅力です。
　私は、天草が大好きです。
若者として天草を盛り上げ
て、地域に貢献できる人に
なりたいと思っています。

樫木ほなみ さん
（下浦町・19歳）

作品名：「通天橋から見た風景」

　海の色がとても美し
いので、その良さを表
現するために何度も塗
り直しました。また、
景色の立体感を出すこ
とに挑戦しました。

天草
の元気が大集合！

井上 光雄さん（80歳）
　　 清子さん（75歳）

みつお

きよこ

昭和37年結婚
（51年目）

有明町上津浦

り
ょ
う
た

４
年　

平
井
亮
大
く
ん

天
草
小
学
校
（
天
草
町
）

　毎日、朝・昼・夕の
歯みがきをがんばって
います。おとなになっ
てもずっと虫歯のない
健康な歯であればいい
なあと思います。

作
品
名
「
歯
み
が
き
で
健
康
な
歯
に
！
」
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松元 暖翔 くん 優翔 くん

父・孝文さん　母・綾さん
新和町小宮地

はると ゆうと

吉田 龍生 くん

父・裕典さん　母・美鈴さん
御所浦町横浦

たつき

福島 快音 くん

父・透さん　母・愛弓さん
志柿町

かいと

𦚰﨑 悠仁 くん

父・悠太さん　母・理恵さん
深海町

ゆうと

作本 真凰 ちゃん

父・憲一さん　母・里香さん
久玉町

ま　お

小浦 心平 くん

父・祐一さん　母・かおるさん
五和町御領

しんぺい

渡邉 裕心 くん

父・淳広さん　母・街子さん
本渡町広瀬

ゆしん

鬼塚 登得 くん

父・俊行さん　母・恵子さん
楠浦町

とえる

松川 丈一郎 くん

父・晃文さん　母・松美さん
本渡町本戸馬場

じょういちろう

５つ上のお兄ちゃんといつも仲よ
く遊んでいます。

じ
ぃ
じ
、
ば
ぁ
ば
大
好
き
♡
い
つ
も
に

こ
に
こ
お
て
ん
ば
娘
♪

じ
ぃ
じ
、
ば
ぁ
ば
い
つ
も
あ
り
が
と
う

☆
逞
斗
兄
ち
ゃ
ん
大
ス
キ
♡

じ
ぃ
じ
、
ば
ぁ
ば
大
す
き
♡
こ
れ
か
ら

も
、
た
く
さ
ん
遊
ん
で
ね
。

１
歳
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
大
き

く
な
る
ぞ
ー
！

家
族
み
ん
な
大
好
き
♡
た
く
さ
ん
食
べ

て
大
き
く
な
る
ね
。

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
！！
食
べ
て
遊
ん

で
大
き
く
な
る
ぞ
！

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
い

つ
も
あ
り
が
と
う
♡

パ
パ
に
負
け
ず
天
草
イ
チ
の
プ
レ
イ
ボ

ー
イ
に
な
る
ぞ
ー
！！

投稿
コーナー

　牛深町の牛深漁港（須口）を拠点に、妻ととも
に漁業を営んでいる。15歳でおじが営む漁船の乗
組員となり、漁業の道へ。その後、結婚を機に27
歳で漁船（8.5トン）を購入し、独立。漁業歴30
年以上のベテラン漁師だ。松本さんが漁を行う場
所は、同漁港から約20㎞の沖合いに広がる、好漁
場として知られている天草灘。「マダコやシロサ
バフグ、ヒラメ、モジャコ（ブリの稚魚）など、
四季折々に取れる旬の魚が相手です」と松本さん。
マダコはタコつぼ、シロサバフグはかご網、ヒラ
メは刺し網など、とる魚によって漁法も変わる。
現在はタコつぼ漁がシーズン。約3,000個のタコ
つぼを投入し、漁を行っている。
　そんな松本さんは、天草漁協牛深総合支所・青
壮年部（会員35人）の部長を務めており、稚魚の
放流事業や牛深漁港に水揚げされている魚のPR
を積極的に取り組んでいる。中でも、シロサバフ
グの消費拡大を図ろうと、毎年12月に開かれてい
る“牛深あかね市”で、この素材をいかしたから揚
げやみそ汁を販売。から揚げは白身でたんぱくな
味、ふんわりとした食感で「これを目当てにして
訪れるお客さんもいる」という。また、同部会の
会員にはフグの調理師免許の取得者がおり、今後
は加工済みのシロサバフグを地元の鮮魚店や飲食
店などにも提供することを検討しているそうだ。
　「天草灘でとれる魚の味には、絶対の自信があ
る。そして、豊かな海を次世代へつなぐためにも、
取り組みを続けていきたい」。松本さんの挑戦は
これからも続く。

豊かな海を
次世代へつなぐために

松 本 大 作 さん
（牛深町・49歳）

今月の

だいさく

h i t o ▲タコつぼを整理する松本さん

〈９月で満１歳になるお子さん〉
●応募方法＝写真裏にお子さんの住所、氏名（ふり
がな）、生年月日、性別、電話番号、コメント
（30字以内）、保護者名（父・母）を記入してく
ださい。なお、写真はお子さんが大きく、鮮明に
写っているものをお願いします。また、写真の掲
載は９人まで（応募者多数の場合は抽選）とし、
応募写真は返却しません。

皆さんからの投稿を募集しています！
〈読者のつぶやき〉
●応募方法＝身近であったできごとや、季節に思い
をはせることなど、150字程度をまとめたものに、
ペンネームと住所、氏名、電話番号を記入してく
ださい（応募者多数の場合は選考）。

※表記などを統一するため、趣旨を変えずに文章を
直すことがあります。
※採用されたつぶやきは、この紙面に掲載します。

［郵送・持参先］〒863-8631 市内東浜町8-1（郵送の場合は住所記載不要）天草市役所・秘書課

●応募期限＝８月12日㊊まで（必着）。
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今月で1歳になります



　

市
や
関
係
団
体
で
組
織
す
る
天
草
市

オ
リ
ー
ブ
振
興
協
議
会
で
は
、
子
ど
も

た
ち
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
関
心
を
高

め
て
も
ら
い
、オ
リ
ー
ブ
を
通
じ
た〝
食

育
〞を
推
進
し
よ
う
と
、
講
演
会
や
調

理
実
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
６
日
に
は
、
牛
深
東
中
学
校
で

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
ソ
ム
リ
エ
、
出
張
料

理
人
の
小
暮
剛
さ
ん
を
講
師
に
招
い
て

「
オ
リ
ー
ブ
講
演
会
」
を
開
催
し
、
同

校
の
生
徒
１
１
０
人
が
参
加
。
小
暮
さ

ん
が
天
草
で
の
オ
リ
ー
ブ
栽
培
の
状
況

を
は
じ
め
、
自
然
豊
か
な
天
草
で
と
れ

る
食
材
の
す
ば
ら
し
さ
、
そ
の
食
材
と

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
と
の
相
性
の
良
さ
を

解
説
さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
年
生

の
生
徒
36
人
を
対
象
に
し
て
、
日
本
有

数
の
生
産
量
を
誇
る
牛
深
産
の〝
雑
節
〞

（
サ
バ
や
ト
ビ
ウ
オ
な
ど
の
削
り
節
）

と
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
使
っ
た
サ
ラ

ダ
の
調
理
実
習
を
実
施
。
試
食
を
し
た

生
徒
は
、「
野
菜
が
苦
手
で
し
た
が
、

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
使
う
と
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
を
通
し
て
、
生
徒
か

ら
は
「
雑
節
が
牛
深
の
名
産
と
は
知
ら

な
か
っ
た
」「
自
分
た
ち
は
い
い
と
こ

ろ
に
住
ん
で
い
る
ん
だ
と
思
っ
た
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
オ
リ
ー
ブ

に
つ
い
て
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
天
草
の

す
ば
ら
し
さ
を
再
認
識
す
る
良
い
機
会

に
も
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

同
協
議
会
で
は
、
今
後
も
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
し
た
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の

普
及
・
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
本
庁
（
別
館
）・

産
業
政
策
課
☎
㉓
１
１
１
１
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。
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おもてなし一斉除草に参加

「クーリング・オフ」
ご存じですか？
　「クーリング・オフ」は、訪問販売や電話
勧誘販売で交わした契約を、所定の期間内で
あれば無条件に解約できる制度です。

　上の期間を過ぎていても、書面の不備や嘘
の説明などがあれば契約を解約できる場合が
ありますので、まずはご相談ください。
　なお、クーリング・オフの方法についての
詳細は、市消費生活センターへお尋ねを。

　私たちの身近にあるきれいな川や海は、家
庭から出る生活排水で汚れます。
　そこで、家庭でできる川や海にやさしい暮
らし方について紹介します。皆さん、ぜひ実
践してみませんか。

浄化槽を持っている人
は、定期的に点検や清
掃を依頼する。

洗濯洗剤は、きちんと
量を計って使う。

米のとぎ汁は、植物
への水やりに利用。

油は排水口に捨てずに、廃
食用油として資源物回収へ。

食器やフライパンの油汚れ
は、キッチンペーパーなど
でふきとってから洗う。

【問い合わせ先】
　　　市消費生活センター☎326677

□クーリング・オフができる取り引きと期間
●訪問販売・電話勧誘販売・特定継続的役務
　提供（エステティックなど）・訪問購入………８日間
●連鎖販売取引（マルチ商法）・業務提供誘
　引販売取引（内職商法）………………20日間

【問い合わせ先】
　　　　　本庁・市民環境課☎㉓1111

家庭でできる川や海にやさしい暮らし

Mayor Essay

実     践 エ  コ

暮らしのECOセトラ

消費
生活

　７月14日の朝７時から行われた、市内の
国道沿線のごみ拾いや除草をする「天草海
道おもてなし一斉除草」に参加しました。
　この取り組みは、観光地・天草の魅力ア
ップを図るために、官民一体となって美し
い道路景観の向上を図ることを目的に、昨
年度から始めたものです。
　私は天草工業高校前の国道沿線の草払い
をしましたが、当日は天草地域の各所で各
団体や地域の方々など、多くの皆さんにご
参加いただきました。
　季節柄、雑草は伸び放題に伸びており、
かまを片手に１時間ほど作業を行いまし
た。きれいに除草された道路を見ています
と、作業後の爽快感と相まって、すがすが
しい気持ちになりました。
　今回のような清掃活動は、道路周辺に限
らず、海岸や山、観光施設などのさまざま
な場所で、学校や職場組織、各地区単位な
どで、ほんとうに多くの皆さんにお取り組
みいただいています。一人ひとりが清掃で
きる範囲は限られていますが、この活動の
積み重ねが美しい天草をつくり上げていく
ものだと思います。
　いよいよ、天草がもっとも輝く季節「夏」
本番です。さらに、秋にかけては大きな会
議や催しが天草で開催されますので、例年
以上に多くの皆さんがお越しになることが
見込まれています。
　おもてなしの心でお迎えするのはもちろ
んですが、天草の美しさを思い出にしてい
ただけるように、皆さんのご協力をお願い
します。

オ
リ
ー
ブ
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
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【問い合わせ先】市男女共同参画センターぽぽらす☎㉓8200

　ぽぽらすは、男女共同参画社会を進めるための拠
点施設です。男女共同参画社会を推進する団体が「団
体登録」を行うことで、ぽぽらす内の会議室を利用
することができます。
　登録団体のひとつである「あまくさ♡認知症を地
域で支える会」（塚本二美会長、会員160人）は、認
知症の人やその家族を地域で支えていくことを啓発
するため、各種イベントで寸劇の披露や子どもを対
象にした紙芝居の朗読などを実施しておられ、寸劇
の練習や打ち合わせなどにぽぽらすを利用されてい
ます。
　ぽぽらすでは、このような各種団体と連携し、また、
支援を行うことで男女共同参画社会づくりを進めて
います。

“ぽぽらす”は
　男女共同参画社会づくりの拠点です！ぽぽらす通信

※「ぽぽらす」とは、イタリア語で市民などを意味
する「ポポラーレ」と、拠点をイメージさせる
言葉である“巣”を組み合わせた造語です。

天草市男女共同参画センター

※店舗販売や通信販売で購入した商品は、ク
ーリング・オフができません。

▲調理実習のようす

▲打ち合わせを行う同会の皆さん

ぽぽらすでは、男女共同参画社会づくりに賛同し活動を行う団体を募集
しています。登録方法などの詳細は、ぽぽらすへお尋ねください。

登録団体を募集！
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　先日、小学校の学級活
動で“すいか割り”を実

施。子どもたちの迷走にみんな
大盛り上がり。「もっと右！」「ま
だ前まえ！」など、盛んなアド
バイスにますます迷走。うまく
割ることができた子どもは大喜
び。楽しいひとときでした。【剣】

　仕事の帰り道に、流れ
星を見ました。夜空を見

ることが好きな私。流れ星はあ
っという間に消えてしまい、願
いごとはできませんでしたが、
めったに見ないのでうれしかっ
たです。夏の暑さや仕事の疲れ
が一気に吹き飛びました。【風】

　この前、とある場所で
蛇に遭遇。もう怖くてこ

わくて「蛇に睨まれた蛙」の状
態でした。年に数回はあること
です。一方、家では妻（巳年生
まれ）を前にして同じような状
態になることが。こちらも、年
に数回はあることです…。【素】

今月号の表紙
　７月14日に河浦町河浦で行
われた、市無形民俗文化財“一
町田八幡宮虫追い祭り”のよう
す。住民たちは、５色の旗を付
けた長さ約15mの虫追い旗を
手に地区内を練り歩き、豊作を
祈願しました。

提供：市食生活改善推進員協議会

　さっぱりとした味で、野菜をたくさん食べられます。刺
身や野菜はお好みのものに変えるなど、いろいろとアレン
ジもできます。ぜひ、お試しください。

手軽においしく

カツオのたたき
きゅうり
サラダ玉ねぎ
にんじん
青じそ

・・・・・・・ 200ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １本

・・・・・・ 中玉１個
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 適量

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 適量

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 50cc
・・・・・・・・・・・・・・・・ 50cc

・・・・・・・・・・・・・・ 大さじ２杯
・・・・・・・ 大さじ1／2杯
・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 少々

①カツオのたたきは、１㎝くらいの厚さに切る。
②きゅうりとサラダ玉ねぎは薄切り、にんじんと青じそは
千切りにする。
③①と②を皿に盛り付けて、ドレッシングをかける。

材料・分量（約４人分）

作り方

カツオのたたきとサラダ玉ねぎのドレッシングあえ

編 集
後 記

しいら
（まんびき）

Vol.16

　しいらの水揚げが始まって
います。白身でクセがなく、
バター焼きやフライにして食
べると美味です。
　天草漁協によると、主な水
揚げ地である牛深では例年約
400トンを水揚げ。10月まで
漁が行われます。

【編集・発行】　
熊本県天草市役所　
総務部秘書課広報広聴係　
〒863-8631 天草市東浜町8番1号
TEL 0969-23-1111　
FAX 0969-22-7016　
URL http://www.city.amakusa.kumamoto.jp/　
E-mail hisyoka@city.amakusa.lg.jp

〈ドレッシング〉
酢
しょう油
砂糖
ごま油
すりごま

にら

み

かえる
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